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農年
農
業
者
年
金
は

積
立
式
の
安
心
年
金

　
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
し
て
い
る
人
は
、
誰
で
も
農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。
配

偶
者
や
後
継
者
な
ど
の
家
族
農
業
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

安
全
か
つ
効
率
的
に
運
用

　
農
業
者
年
金
は
自
ら
積
み
立
て
た

保
険
料
と
そ
の
運
用
益
に
よ
り
将
来

の
受
け
取
り
額
が
決
ま
る
「
積
立
方

式
（
確
定
拠
出
型
）
」
の
年
金
で

す
。
そ
の
た
め
、
加
入
者
の
減
少
や

受
給
者
の
増
加
な
ど
が
あ
っ
て
も
、

財
政
的
な
安
定
は
損
な
わ
れ
な
い
、

少
子
高
齢
化
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
安

心
で
き
る
年
金
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
自
分
が
必
要
と
す
る
年
金

額
の
目
標
に
向
け
て
、
保
険
料
を

自
由
に
決
め
ら
れ
（
月
額
2
万
〜

6
万
7
千
円
）
、
経
営
の
状
況
や
老

後
設
計
に
応
じ
て
い
つ
で
も
変
更
可

能
で
す
。

※ 

毎
年
6
月
に
、
積
み
立
て
し
た
保

険
料
の
合
計
金
額
を
必
ず
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

節
税
対
策
に
も
効
果
的

・ 

支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所

農
業
委
員
会
事
務
局 

☎
77
‐
３
９
２
０

問

得
税
・
住
民
税
の
節
税
対
策
に
一

役
買
い
ま
す
。

・ 

将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金
に
は

公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま

す
（
65
歳
以
上
の
方
は
公
的
年
金

な
ど
の
合
計
額
が
1
2
0
万
円
ま

で
非
課
税
）
。

・ 
保
険
料
を
農
業
者
年
金
基
金
が
運

用
し
て
得
ら
れ
る
収
益
（
運
用

益
）
は
非
課
税
で
す
。

80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

　
こ
の
年
金
は
、
原
則
65
歳
か
ら
一

生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
年
金
額
を
、
ご
遺
族
に

死
亡
一
時
金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

担
い
手
世
代
に
特
別
支
援

　
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て

い
る
方
や
、
そ
の
方
と
家
族
経
営
協

定
を
結
ん
だ
配
偶
者
・
後
継
者
の
方

な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に

は
、
納
付
す
る
保
険
料
に
対
し
て
国

庫
補
助
（
最
高
月
額
1
万
円
、
通
算

で
最
大
2
1
6
万
円
）
制
度
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
国
庫
補
助
金
分
は
、
農
地
な
ど
の

経
営
継
承
を
す
れ
ば
、
原
則
65
歳
か

ら
特
例
付
加
年
金
と
し
て
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
農
地
な
ど
の
経

営
継
承
の
時
期
に
つ
い
て
の
年
齢
制

限
は
な
く
、
本
人
の
体
力
な
ど
に
応

じ
て
受
給
の
時
期
を
決
め
ら
れ
ま

す
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ

　
農
業
者
年
金
基
金

　
☎
０
３

－

３
５
０
２

－

３
９
４
２

 

加
入
手
続
き
は
Ｊ
Ａ
の
窓
口
で

平
成
28
年
度
決
算

山
武
郡
市
環
境
衛
生
組
合

山
武
郡
市
環
境
衛
生
組
合

☎
０
４
７
９
‐
86
‐
３
５
１
６

　
芝
山
町
、
山
武
市
（
山
武
地
域
、

松
尾
地
域
、
蓮
沼
地
域
）、
横
芝
光

町（
横
芝
地
域
）を
構
成
市
町
と
し
、

共
同
で
ご
み
処
理
を
行
っ
て
い
る
山

武
郡
市
環
境
衛
生
組
合
の
決
算
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問議会費 
180,080

公債費　0
予備費　0

総務費
172,684,264

衛生費
597,013,334

歳出総額　769,877,678円 歳入総額　 796,142,524円

分担金及び
負担金

565,000,000

使用料及び
手数料

168,002,900

財産収入
14,668,691

繰越金
47,795,117繰入金　0

諸収入
675,816

千葉テレビの人気番組「おじゃまします！市町村
街かどクイズ」が来町（10月29日）
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■
対
象
者
　

　
制
度
加
入
者
（
被
保
険
者
）
で
世

帯
の
全
員
が
町
民
税
非
課
税
の
方
。

所
得
に
よ
り
「
区
分
Ⅰ
」
と
「
区
分

Ⅱ
」
が
あ
り
ま
す
。

■
区
分
Ⅰ

・ 

世
帯
の
全
員
が
町
民
税
非
課
税
で

そ
の
世
帯
全
員
の
個
々
の
所
得

（
年
金
収
入
は
控
除
額
80
万
円
で

計
算
）
が
0
円
と
な
る
方

・ 

世
帯
の
全
員
が
町
民
税
非
課
税
で

あ
り
、
か
つ
制
度
加
入
者
（
被
保

険
者
）
本
人
が
老
齢
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方

■
区
分
Ⅱ

・ 

世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
の
方

（
区
分
Ⅰ
以
外
の
方
）

■
区
分
Ⅱ
（
長
期
該
当
）

・ 

過
去
12
カ
月
で
区
分
Ⅱ
の
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

の
交
付
を
受
け
て
い
た
期
間
の
入

院
日
数
が
90
日
を
超
え
て
い
る
方

■ 

申
請
窓
口
　
町
民
税
務
課
国
保
年

金
係

■
口
座
振
替
の
特
徴

　
町
税
の
納
税
に
つ
い
て
は
、
便
利

な
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
口
座
振
替
に
よ
る
納
税

は
、
ご
指
定
の
金
融
機
関
の
預
貯
金

口
座
か
ら
自
動
的
に
納
税
が
行
わ
れ

る
方
法
で
す
。

　
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
利
用
す

る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
金
融
機
関
に
出
掛

け
て
納
付
す
る
必
要
が
な
く
な
る
な

ど
大
変
便
利
で
す
。

　
一
度
手
続
き
を
す
る
と
、自
動
的

に
更
新
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、固
定

資
産
の
共
有
者
が
変
更
に
な
っ
た

り
、相
続
な
ど
に
よ
り
所
有
者
が
変

更
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
な
ど
に
は
、

再
度
手
続
き
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
は
お
早
め
に

　
口
座
振
替
依
頼
書
に
住
所
、
氏

名
、
金
融
機
関
名
、
預
貯
金
口
座
名

な
ど
を
記
入
し
、
預
貯
金
通
帳
に
使

用
し
て
い
る
印
鑑
を
押
し
て
、
取
扱

金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
書
類

・
保
険
証

・
印
鑑
（
認
印
）

・ 

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
は
そ
の
年
金
証
書
や
振
込
通
知

書
な
ど

・ 
区
分
Ⅱ
（
長
期
該
当
）
の
方
は
入

院
期
間
の
分
か
る
領
収
書
な
ど

・ 
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
が
確
認
で
き
る
通
知
カ
ー
ド

な
ど
と
申
請
者
の
身
分
証
明
書

■
認
定
証
の
有
効
期
限

　
申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
有
効

（
区
分
Ⅱ
（
長
期
該
当
）
の
場
合
は

申
請
月
の
翌
月
か
ら
）
。
ま
た
、
認

定
証
は
1
年
ご
と
に
更
新
さ
れ
、
有

効
期
限
は
毎
年
7
月
末
日
で
す
。

■
認
定
証
は
医
療
機
関
に
提
示

　
医
療
機
関
を
利
用
す
る
際
に
認
定

証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
の

窓
口
負
担
の
上
限
が
あ
ら
か
じ
め
低

く
抑
え
ら
れ
、
入
院
時
の
食
事
や
生

活
に
要
す
る
費
用
が
減
額
さ
れ
ま

す
。

■
口
座
振
替
依
頼
書

　
町
内
の
金
融
機
関
の
窓
口
に
備
え

付
け
て
あ
る
依
頼
書
を
ご
利
用
に
な

る
か
、
町
民
税
務
課
収
税
係
へ
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま
す
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※ 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
口
座
振
替
依
頼

書
の
様
式
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
手
続
き
を
ご

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
窓
口
備
え
付
け
の
依
頼
書
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
取
扱
金
融
機
関
な
ど

　
千
葉
銀
行
、山
武
郡
市
農
業
協

同
組
合
、千
葉
信
用
金
庫
、京
葉
銀

行
、千
葉
興
業
銀
行
、み
ず
ほ
銀
行
、

三
井
住
友
銀
行
、銚
子
信
用
金
庫
、

中
央
労
働
金
庫
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
口
座
振
替
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
各
金
融
機
関
の
窓
口
で
説
明
し

て
い
た
だ
く
よ
う
町
か
ら
も
依
頼
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

医療
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

医
療
費
な
ど
の
負
担
を
減
ら
せ
ま
す

　
制
度
加
入
者
で
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
町
民
税
務
課
に
申
請
す

る
と
、
医
療
費
の
一
部
負
担
限
度
額
と
入
院
時
食
事
療
養
費
が
減
額
さ
れ

る
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

納税
自
動
で
簡
単
引
き
落
と
し

町
税
は
口
座
振
替
で

　「
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
」
は
、
金
融
機
関
に
出
か
け
な
く
て
も
、
自

動
的
に
納
税
が
完
了
し
ま
す
。
町
税
の
納
税
に
は
、便
利
な
「
口
座
振
替
」

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
民
税
務
課 

国
保
年
金
係 

☎
77
‐
３
９
１
２

問

町
民
税
務
課 

収
税
係 

☎
77
‐
３
９
１
６

問


